
ここまで来た！ 社員食堂における食のグリーン購入の取組 

～環境よし、社員よし、地域よし～三方よしの取組 

社員食堂における食のグリーン購入の取組 

『パナソニック株式会社アプライアンス社』社員食堂 

食堂運営のマンネリ化防止としての新献立の立案に思案  

 パナソニック 

ＪＡ草津市あおばな館 

一冨士ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ㈱ 

地元の野菜を食堂で取り扱う。 

新鮮な地元の野菜をお客様
に食べていただきたい・・・ 

・心とからだにおいしい料理を提供したい。 

・草津市にしかないものを提供したい。 

・安全・安心な食材を提供したい。 



社員食堂における食のグリーン購入の取組 

安定供給したい・・・ 

必要な物を必要な時に必要な量を確保できるのか？ 

地元野菜を導入するにあたって・・・ 

納入商品は？ 納入価格は？
納入方法は？ 提供方法は？ 

パナソニック・一冨士ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ㈱・・ＪＡ草津市あおばな館・
滋賀県・草津市との数回にわたる会合 

旬の物を旬の時期に美味しく食べていただくことが大切である。 

(無い物があってもいいのではないか。その時にある物を最大限に使用する。) 

地元で愛されている野菜を食べていただきたい・・・ 

社員食堂における食のグリーン購入の取組 

サラダバーの実施 (H24.6.25～) 

旬の素材の味を最大限に引き出したい・・・ 地元野菜 

愛彩菜(わさび菜)

アイコ(ミニトマト)

水 菜        
トマト      
キュウリ     
アイスプラント           

地元野菜は栄養満点でメタボ対策にも・・・ 



社員食堂における食のグリーン購入の取組 

お客様の声 

・取れたての新鮮な野菜が食べれてうれしい。 

・地元草津で生産されている野菜や旬などがわかる    
ようになった。 

地元の美味しい野菜を食べて・・・ 

環境(エコ)にも健康にも配慮。 

・野菜不足が解消された。 

・生産者の顔もわかり、安心できる。 

・トマトが本当に甘くて美味しい・・・     等 

地産地消の取組については、今後も安定化。継続していかなければならない。 

社員食堂における食のグリーン購入の取組 

地産地消の取組について 

現在も取組拡大中 

パナソニック、一冨士ﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ㈱、ＪＡ草津市あおばな館、農家の皆様方、 

             滋賀県や草津市と、ますますの連携強化をはかっています。 

使用品目の拡大 

素材を生かした献立開発 

これからも、新鮮な美味しい地元野菜を食べていただき、皆様に元気になっていだきたい。 

※メンバー全員の協力がなければ実現できなかった。 

・秋の詩(精米したてのお米)を使ったおにぎり 

・トマトジュース 

  (捨てられてしまう規格外トマトの活用) 

・「みずかがみ」の炊き立て販売 

・地産地消弁当(草津ヘルシー御膳) 

※土産土法(その土地のその季節にとれるものを、その土地に伝わる調理法で食べる) 

にもこだわっていきたい。 


